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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第17期

第１四半期
連結累計期間

第18期
第１四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自 平成26年12月１日

至 平成27年２月28日

自 平成27年12月１日

至 平成28年２月29日

自 平成26年12月１日

至 平成27年11月30日

売上高 （千円） 15,761,046 19,240,940 63,113,915

経常利益 （千円） 411,106 350,285 1,340,347

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

（千円） 253,126 229,168 841,799

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 255,932 231,926 848,046

純資産額 （千円） 3,871,064 4,648,655 4,477,447

総資産額 （千円） 16,381,034 20,513,502 17,859,659

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 25.19 22.66 83.90

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益金額

（円） 24.55 22.00 79.66

自己資本比率 （％） 23.6 22.6 25.0
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の

内容については、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用環境が改善傾向にあり個人消費は底堅い動きとなってい

ますが、所得の伸びは限定的であり、株式などの資産価値も不安定なため、消費マインドに力強さが欠ける状態が

続いております。一方、海外経済につきましては、緩やかな回復傾向にありますが、中国を始めとするアジア諸国

や資源国の景気減速懸念が依然として続いております。

このような環境の中、中古車業界におきましては、平成27年12月から平成28年２月までの国内中古車登録台数は

1,479,478台（前年同期比99.1％）と前年を下回る結果となりました。車種別では、普通乗用車登録台数が765,772

台（前年同期比100.1％）であり、軽自動車の登録台数は713,706台（前年同期比98.0％）という結果となりまし

た。（出典：一般社団法人日本自動車販売協会連合会統計データ・一般社団法人全国軽自動車協会連合会統計デー

タ）

当社グループにおきましては、このような状況の中、平成28年１月にネクステージ宇都宮店（栃木県宇都宮市）

及びボルボ・カー香里園（大阪府寝屋川市）をオープンいたしました。ネクステージ宇都宮店は３つの専門店（ミ

ニバン専門店、ＳＵＶ専門店、セダン・スポーツ専門店）を併設した大型店であり、整備設備を充実させることで

利益率の高い整備収益の獲得にも力を入れております。ボルボ・カー香里園は当社初の新車ディーラーであり、

ショールームはモダンでクールなガラスファサードの外観と、洗練された調度品、北欧らしい温かみのあるラウン

ジスペースで洗練されたボルボ・ブランドを存分に体感できる空間となっています。

　また、販売面につきましては新春初売りをはじめ、各種セールやイベントを実施し、販売台数の確保に努めまし

た。

その結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は192億40百万円（前年同期比22.1％増）、営業利益は４億26百

万円（前年同期比21.5％増）、経常利益は３億50百万円（前年同期比14.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は２億29百万円（前年同期比9.5％減）となりました。

 
中古車販売店事業

　　中古車販売店事業は、関東甲信越地方１拠点（３店舗）、関西地方１拠点（１店舗）を出店した一方、関東甲

信越地方及び関西地方の併設店舗（２店舗）を統合したことにより、当第１四半期連結会計期間末の拠点数は44

拠点（58店舗）となりました。その結果、売上高は191億53百万円（前年同期比22.8％増）となりました。

 
その他事業

　　中古車輸出事業につきましては、主な輸出相手である東アフリカ諸国の経済事情の悪化に伴う現地通貨の下落

により購買意欲が下がり、売上高87百万円（前年同期比45.4％減）となりました。

 
当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況については、当社グループの事業は自動車販売及びその

附帯事業がほとんどを占めており実質的に単一セグメントでありますので、その概況を地域別に示すと次のとおり

であります。
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（地域別売上高）

地域別

前第１四半期連結累計期間

(自　平成26年12月１日

　至　平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成27年12月１日

　至　平成28年２月29日)

対前年同期比

販売高

（千円）

期末

拠点数

販売台数

（台）

販売高

（千円）

期末

拠点数

販売台数

（台）

販売高

（％）

期末

拠点数

販売台数

（％）

北海道東北地方 1,462,253
３

（４）
1,097 2,182,823

５

（７）
1,525 149.3

２

（３）
139.0

関東甲信越地方 4,157,679
７

（12）
2,763 4,972,492

10

（18）
3,215 119.6

３

（６）
116.4

東海北陸地方 6,099,094
18

（19）
5,205 8,230,756

19

（20）
5,878 135.0

１

（１）
112.9

関西地方 1,996,765
４

（６）
1,249 1,648,021

５

（６）
886 82.5

１

（－）
70.9

中国四国地方 233,371
１

（１）
212 －

－

（－）
－ －

△１

（△１）
－

九州沖縄地方 1,652,000
４

（５）
1,345 2,119,478

５

（７）
1,444 128.3

１

（２）
107.4

海外（中古車輸

出）
159,882

－

（－）
446 87,367

－

（－）
197 54.6

－

（－）
44.2

合計 15,761,046
37

（47）
12,317 19,240,940

44

（58）
13,145 122.1

７

（11）
106.7

 

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　２．地域別の区分は次のとおりであります。

北海道東北地方………北海道、宮城県

関東甲信越地方………栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、山梨県、新潟県

東海北陸地方…………岐阜県、愛知県、三重県、静岡県

関西地方………………大阪府、兵庫県

中国四国地方…………岡山県

九州沖縄地方…………福岡県、熊本県

海外……………………ケニア、タンザニア、ザンビア

なお、岡山県（１拠点）については平成27年９月をもって閉店しております。

　　　３．期末拠点数の（ ）内は店舗数であります。当社は、車のタイプ別に複数店舗を構える拠点があるため、拠

点数と店舗数は異なります。
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(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産は205億13百万円となり前連結会計年度末に比べ26億53百万円増加

いたしました。

流動資産は前連結会計年度末に比べ23億71百万円増加し、152億16百万円となりました。主な要因は現金及び預

金が12億28百万円増加したこと、売掛金が５億75百万円増加したこと及び商品が５億40百万円増加したことによる

ものであります。

固定資産は前連結会計年度末に比べ２億82百万円増加し、52億96百万円となりました。主な要因は新規出店等に

より、建物及び構築物が５億10百万円増加したこと及び新規出店に係る建設仮勘定が３億48百万円減少したことに

よるものであります。

流動負債は前連結会計年度末に比べ17億55百万円増加し、90億95百万円となりました。主な要因は短期借入金が

17億49百万円増加したことによるものであります。

固定負債は前連結会計年度末に比べ７億27百万円増加し、67億69百万円となりました。主な要因は長期借入金が

８億９百万円増加したことによるものであります。

純資産は前連結会計年度末に比べ１億71百万円増加し、46億48百万円となりました。

 
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

該当事項はありません。

 
(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,048,000

計 30,048,000
 

 
②  【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年２月29日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年４月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,263,900 10,263,900
東京証券取引所
名古屋証券取引所
（各市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 10,263,900 10,263,900 － －
 

（注）提出日現在発行数には、平成28年４月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年12月１日～

平成28年２月29日
－ 10,263,900 － 706,463 － 739,463
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
① 【発行済株式】

平成28年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 151,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,110,600 101,106 －

単元未満株式 普通株式 1,800 － －

発行済株式総数  10,263,900 － －

総株主の議決権 － 101,106 －
 

 
② 【自己株式等】

平成28年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ネクステージ
名古屋市中区新栄町
一丁目１番地

151,500 － 151,500 1.47

計 － 151,500 － 151,500 1.47
 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年12月１日から平成

28年２月29日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年12月１日から平成28年２月29日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,816,261 3,044,315

  売掛金 447,598 1,023,044

  商品 10,051,429 10,592,138

  仕掛品 3,762 10,661

  貯蔵品 82,502 74,298

  その他 446,054 474,533

  貸倒引当金 △2,197 △2,430

  流動資産合計 12,845,410 15,216,561

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,947,537 3,457,565

   その他（純額） 649,407 383,879

   有形固定資産合計 3,596,944 3,841,445

  無形固定資産 275,369 316,491

  投資その他の資産 1,141,934 1,139,004

  固定資産合計 5,014,248 5,296,941

 資産合計 17,859,659 20,513,502

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,243,122 1,351,804

  短期借入金 ※２,※３,※４  2,900,000 ※２,※３,※４  4,649,000

  1年内償還予定の社債 210,000 210,000

  1年内返済予定の長期借入金 ※４  1,099,654 ※４  1,208,086

  未払法人税等 387,430 76,094

  賞与引当金 － 81,941

  資産除去債務 5,000 －

  その他 1,494,791 1,518,410

  流動負債合計 7,339,997 9,095,337

 固定負債   

  社債 390,000 285,000

  長期借入金 ※４  5,294,153 ※４  6,103,578

  資産除去債務 293,784 314,745

  その他 64,275 66,185

  固定負債合計 6,042,213 6,769,509

 負債合計 13,382,211 15,864,846
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 706,463 706,463

  資本剰余金 792,463 792,463

  利益剰余金 3,059,069 3,227,564

  自己株式 △99,220 △99,220

  株主資本合計 4,458,776 4,627,271

 その他の包括利益累計額   

  退職給付に係る調整累計額 13,093 15,851

  その他の包括利益累計額合計 13,093 15,851

 新株予約権 5,577 5,532

 純資産合計 4,477,447 4,648,655

負債純資産合計 17,859,659 20,513,502
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年２月29日)

売上高 15,761,046 19,240,940

売上原価 13,419,941 16,467,861

売上総利益 2,341,104 2,773,079

販売費及び一般管理費 1,989,898 2,346,482

営業利益 351,206 426,596

営業外収益   

 受取利息 892 591

 受取家賃 5,541 5,412

 その他 81,349 16,556

 営業外収益合計 87,782 22,559

営業外費用   

 支払利息 12,436 16,049

 賃貸原価 4,855 4,747

 支払手数料 9,004 76,376

 持分法による投資損失 － 668

 その他 1,587 1,029

 営業外費用合計 27,882 98,870

経常利益 411,106 350,285

特別利益   

 新株予約権戻入益 42 45

 特別利益合計 42 45

税金等調整前四半期純利益 411,148 350,330

法人税、住民税及び事業税 141,879 71,950

法人税等調整額 16,142 49,211

法人税等合計 158,021 121,161

四半期純利益 253,126 229,168

親会社株主に帰属する四半期純利益 253,126 229,168
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年12月１日
　至　平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年12月１日
　至　平成28年２月29日)

四半期純利益 253,126 229,168

その他の包括利益   

 退職給付に係る調整額 2,805 2,758

 その他の包括利益合計 2,805 2,758

四半期包括利益 255,932 231,926

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 255,932 231,926

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成25年９月13日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業

会計基準第22号　平成25年９月13日)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号　平成25年９月13日)等

を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映さ

せるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替え

を行っております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

　１　保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

株式会社フォルトゥナ －千円 500,000千円
 

 
※２　当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行10行と当座貸越契約を締結しております。これらの契約に基づ

く借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

当座貸越極度額の総額 7,100,000千円 7,100,000千円

借入実行残高 2,900,000千円 3,999,000千円

差引額 4,200,000千円 3,101,000千円
 

 

※３　貸出コミットメントライン契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と貸出コミットメントライン契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

貸出コミットメントラインの総額 650,000千円 650,000千円

借入実行残高 －千円 650,000千円

差引額 650,000千円 －千円
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※４　財務制限条項

前連結会計年度（平成27年11月30日）

(1)㈱三菱東京ＵＦＪ銀行をアレンジャーとするコミットメントライン契約及びタームローン契約について下記の財務

制限条項が付されております。

①　借入人の各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額を当該決算期の直前の決

算期の末日又は平成22年11月期の決算期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額のいずれか

大きい方の75％以上に維持すること。

②　借入人の各年度の決算期における単体の損益計算書に示される経常損益が２期連続して損失とならないように

すること。

　(2)㈱名古屋銀行をアレンジャーとするタームローン契約について下記の財務制限条項が付されております。

①　借入人の各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額が、いずれも平成25年11

月期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額の75％以上に維持すること。

②　借入人の各年度の決算期における単体の損益計算書に示される経常損益が２期連続して損失とならないように

すること。

　(3)㈱三菱東京ＵＦＪ銀行をアレンジャーとするタームローン契約について下記の財務制限条項が付されております。

①　借入人の各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を当該決算期の直前の決

算期の末日又は平成25年11月期の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額のいずれか

大きい方の75％以上に維持する事。

②　借入人の各年度の決算期における連結の損益計算書に示される経常損益が２期連続して損失とならないように

すること。

 
上記の財務制限条項のいずれかに抵触した場合、金利の引き上げが行われます。なお、当連結会計年度末における

コミットメントライン契約及びタームローン契約による借入金残高は、短期借入金650,000千円、１年内返済予定の長

期借入金 642,857千円及び長期借入金3,526,785千円であります。
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当第１四半期連結会計期間（平成28年２月29日）

(1)㈱三菱東京ＵＦＪ銀行をアレンジャーとするコミットメントライン契約及びタームローン契約について下記の財務

制限条項が付されております。

①　借入人の各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額を当該決算期の直前の決

算期の末日又は平成22年11月期の決算期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額のいずれか

大きい方の75％以上に維持すること。

②　借入人の各年度の決算期における単体の損益計算書に示される経常損益が２期連続して損失とならないように

すること。

(2)㈱名古屋銀行をアレンジャーとするタームローン契約について下記の財務制限条項が付されております。

①　借入人の各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額が、いずれも平成25年11

月期の末日における単体の貸借対照表における純資産の部の金額の75％以上に維持すること。

②　借入人の各年度の決算期における単体の損益計算書に示される経常損益が２期連続して損失とならないように

すること。

(3)㈱三菱東京ＵＦＪ銀行をアレンジャーとするタームローン契約について下記の財務制限条項が付されております。

①　借入人の各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を当該決算期の直前の決

算期の末日又は平成25年11月期の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額のいずれか

大きい方の75％以上に維持する事。

②　借入人の各年度の決算期における連結の損益計算書に示される経常損益が２期連続して損失とならないように

すること。

 
上記の財務制限条項のいずれかに抵触した場合、金利の引き上げが行われます。なお、当第１四半期連結会計期間

末におけるコミットメントライン契約及びタームローン契約による借入金残高は、短期借入金650,000千円、１年内返

済予定の長期借入金642,857千円及び長期借入金3,366,071千円であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
 至 平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
 至 平成28年２月29日)

減価償却費 116,339千円 162,689千円
 

 
(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年12月１日 至 平成27年２月28日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月25日
定時株主総会

普通株式 60,739 6 平成26年11月30日 平成27年２月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年12月１日 至 平成28年２月29日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月24日
定時株主総会

普通株式 60,674 6 平成27年11月30日 平成28年２月25日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年12月１日 至 平成27年２月28日）

当社グループは、自動車販売及びこれらの附帯事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年12月１日 至 平成28年２月29日）

当社グループは、自動車販売及びこれらの附帯事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、次のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
 至 平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
 至 平成28年２月29日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 25円19銭 22円66銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 253,126 229,168

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

253,126 229,168

普通株式の期中平均株式数(株) 10,048,200 10,112,400

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 24円55銭 22円00銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益
調整額(千円)

－ －

普通株式増加数(株) 260,397 305,152

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

－ －
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(重要な後発事象)

 

(多額な資金の借入)

当社は、平成28年３月15日開催の取締役会において、次のとおり長期資金の借入について決議し、実行しました。

 
(１)借入先：株式会社みずほ銀行、株式会社商工組合中央金庫、株式会社百五銀行、株式会社愛知銀行

(２)資金使途：設備投資資金及び在庫資金

(３)借入総額：2,250,000千円

(４)利率：固定金利

(５)借入日：平成28年３月18日、平成28年３月22日、平成28年３月31日

(６)借入期間：５年及び７年

(７)担保提供資産又は保証の内容：なし

 
(社債の発行)

当社は、平成28年３月15日開催の取締役会において、次のとおり社債の発行について決議しました。

 
第14回無担保社債

(１)資金使途：設備投資資金及び在庫資金

(２)発行総額：1,000,000千円

(３)利率：未定

(４)発行価格：額面100円につき金100円

(５)償還期限：平成33年４月

(６)償還方法：満期一括償還

(７)払込日：平成28年４月

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成２８年４月８日

株 式 会 社 ネ ク ス テ ー ジ

  取　締　役　会 御　中
 

 

 

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　渋　谷　英　司　 　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   今　泉　　　誠 　 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ネ

クステージの平成２７年１２月１日から平成２８年１１月３０日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成

２７年１２月１日から平成２８年２月２９日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２７年１２月１日から平成２８

年２月２９日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連

結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ネクステージ及び連結子会社の平成２８年２月２９日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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